




Environmental History of Yangtze River Basin (Pat 1) 
-Evolution of Irigation Systems for Pady Rice 
・in Chengdu Plain Sichuan Province, China-
Y asuhi Motoki 
Abstrac Recntly archeolgical and enviromtal studies led to the 
discovery of the Yangtze civilization in theYangz valey, China; whic 
devlop an urban revolution based on pady rice cultivation at 
early times. This discovery promts to questions such as what are the 
georaphical charcteristics of the city, what wer the conditons for 
ancient irigated pady fields and if those sytem contiued until 
today, disapeared, or wer modifed to some extent. 
The main objective of this study is to compare trends of arel 
changes in the uper, midle and lower reachs of the Yangtze river, 
and to corelate them with modern problems from an enviromtal-
historical viewpoint. Special consideration was given to the evolution 
of the irigation sytems. The presnt paer is focused in the Cheng-
du plains of Yangtze river, Sichuan Province. The field survey was 
done in the region around Guanh including Sanseitai ruins, the most 
typical early ancient city. 
Key words: Envirometal history, Yangtze valey, Chengdu plain, 
Sanseitai ruins, Irigation sytems 











































































文化が出現し，新しい文明が誕生し，古蜀国の文明が創出された．蘇 (204 : 
85-6) は，この遺跡において，「50 年前の原始文化と 30 余年前の古蜀，古
広漢文化のつながり」が浮き彫りにされている，と総括している．
その文明の特徴を， もっとも象徴的に表したのが， 1986 年8月，城内の二基

















東西80km, 南北20km に及ぶ範囲である（丁192, 李192). 平原形成の特徴に













































































長江流域の環境史(1) 一成都平原の灌漑水利変容ー 95 
扇状地においていち早く「面」としての開発がすすめられたことを明らかにし
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図 3 広漠市西南部地域の表層地質と地下水分布状況
1 河流沖積層（砂礫層） 2 沖積層（上部：砂質粘土，下部：砂礫層）











長江流域の環境史 (1) ー成都乎原の灌漑水利変容ー 97 
゜




これより約 zm 低下するので，この付近で現在開発可能な地下水位は 3-5
m の深度であろうと考えられる．なお泥砂と砂礫層からなる含水層は，層厚
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闊 4 によると，西から東へ流れる鴨子河（上部）の南側に，中国語の几の字
のような形の馬牧河が低地を形づくっている（写真 4参照）．河床は図 4 の西


























なわれたこと が判る．このことは 写真 1 城壁の版築構造





現在，広漢市には19の鎮と 5つの郷， 267 の行政村，およぴ2479 の合作社が
置かれている．総人口は57. 万人で，そのうち農業人口は45. 万人 (78.9%)
を占める（徳陽統計年鑑， 19).
市全体の耕地面積は， 198 年現在で31,298ha である．田と畑に分けてみる
と，それぞれ27,98ha (8.%) と3,50ha (1.2%) で，典型的な水田地帯




気候は年平均の降水祉872. 7mID, 年平均気温16.8 ℃, 10℃以上の積算気温







46.7 万由 (31,.3ha, 93.4%) であり，そのうち“旱滞保牧”面積は42.91
万市 (28,60. 7ha, 8.3%) に達している (l又19). ちなみに，広漢市にお
ける水稲の生産抵は，毎年糧食総生産の65% 程度を占めているが，品種的には，
生産性の高い良質ハイプリッド品種を中心に，その穂数を増やし，穂重を高め
る なさ てき • 哀194).
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図 5 成都平原における 1950 年頃の灌漑水利の地域差（オ尻1947 を改変）
1 河渠灌漑 2 地下水灌漑 3 塘堰灌漑 4 渓流灌漑 5 冬水田
6 機械揚水 7 都江堰灌漑区境界線 8 成都乎原境界線






















の実態を示すならば，表 1 から確認できるように1940 年代には28. 万由





長江流域の環境史(1) 一成都平原の灌漑水利変容ー 103 
表 1 都江堰による灌漑面積の拡大
1940 年代 1960 年代 1980 年代 190 年代
万超 28. 57 687. 0 85. 0 102. 8 




194 年 2,85 
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県，灌面達三百万市」，さらに民国26 年 (1937 年）の記録では「都江堰流域川
西十四県灌漑田由統計表，広漢県灌漑面積36,420 市(2,428ha, 県府統計数），
或57,0 由 (3,80ha, 県水利会統計数）」と記されている．
以上のことは，唐代頃には都江堰の拡張が成都扇状地から北部複合扇状地帯
の広漢をも視野に入れるようになり，徐々に強められてきたことを裏付けるも








る． しかし，『四川省,i 又扶水利屯力志』およぴ『,i 又丑志』に記載された内
容から，その特徴については以下のようにまとめられる．
① 194 年以前の段階で都江堰灌漑区に属していた広漢市の農地（大堰田）は
約 8万市 (5,3ha) で，それらは青白江沿岸の復興，向阻，新豊，万福，三
水等の 5 つの郷に限られていた．この他綿近河の北澤堰系統の農地 3 千由余
（約20ha) が自然流下式の水田であった．
②上記以外の系統の農地40 万市（約26,7ha) については，約12 万由
(8,0ha) が畑地等で，約28 万由が伝統的な水田として維持されていた．こ
のうち 8万由が毎年収穫後の秋に畦を整備し冬に貯水する冬固水田（冬水田，
写真 8), 20 万由余が河川や泉に設罹した265 個所の堰（民堰）およぴ6,0 個










（写其 8 は第者撮彩，写真 9 -1 は広漢市水利局提供）




車による揚水灌漑が主流であった（写真 9, 10, 1). ちなみに，冬水田は水
深が 1-2 m, 泉塘の唐の深さが 3-4 m, 面積は一般に0.4 由 (2. 7a), 大




に利用されていたようである．揚程は一般に 3-4 m であったが，水源の位
置と田面との比高が 4-5m に達するような場合は，水車を 2 つから 3 つ連
















ら引いた水を彰県諏家場で堰楊げしたこと，第 2 にそれを標高621.5m の等高







地域を再編成したことにある（写真13, 14, 15). 広漢市水利局での聞き取り
によれば，人民渠からの利水を図るために，従来農民が共有してきた民堰の統
合や人民渠と溜池との連結など多様な再編成が進行した，すなわち， 1957 年ま
でに， 3.4万由 (2, 267ha) の水車灌漑田の解消， 4.2 万由 (2,80ha) の“冬
固水田＂（冬期貯水水田）の改良，そして 30 余万由（約20, Oha) の水田の
灌漑条件が改善された．いっぽう，用水が安定的に供給される見通しがたった
写真13 人民渠 写真14 支線用水路
写真15 末端用水路 写真16 水田（段丘上も水田）













議を受けて，人民渠第 5 期の水利事業を展開した. 1970 - 71 年の工事期間に
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表 3 広漠市における食糧生産の動向
食糧総生産 水稲 小麦 玉米 その他
年次
最（万 t) 面積(ha) 単収(kg/ha) 生産最（万t) 生産鼠（万 t)
1951 1,32 25,02 3,60 9,01 92 304 1,05 
1961 9,12 24,870 2,879 7,159 803 128 1,02 
1965 13,571 26,508 3,981 10,53 1,31 451 1,236 
1970 18,5 26,93 5,38 14,394 2,40 69 1,42 
1975 2,18 34,5 4,56 15,304 3,72 2,06 1,083 
1980 26,08 28,179 5,710 16,089 6,157 2,195 1,625 
1985 26,54 28,01 7,035 19,706 5,03 467 1,340 
198 32,58 26,752 8,271 2,19 8,2 40 1,764 



















長江流域の環境史(1) 一成都平原の灌漑水利変容ー 1 
するため人民公社時代 (1965 年以降）に，一筆が約2.7 由(18a) 区画 (60mX
30m) の水田になるような耕地の統合試験をすすめていた．そして1970 年の水
利事業の実施と合わせて，耕地整理と地盤の高低を均ー化する事業が進められ，




遺跡がある南興鎮では，すでに主要幹線道 6条（長さ21km, 幅8m), 砕石道



















ている．広漢市の耕地面積は1950 年には51.8 万市 (5.4 由／人）であったが，
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農村改革の段階の1982 年には49.6 万由 (1.8 由／人）となり，改革後の1987 年
には48.0 万由 (1. 市／人），そして195 年には47. 万市 (0.8 由／人）へと減
少傾向にある．こうした課題は中国全体の問題であり，その防止のために政府




広漢市の場合， 197-20 年間の「耕地動態平衡」の方策案として， (1)
農村集落整備：分散集落（院落）⇒中心集落化（小鎮化）による耕地の捻出
(8郷で計画， うち 4つの郷で実施：中心鎮の人日は70-15 人程度）， (2)
耕地整備：区画の大区画化⇒畦畔整理による耕地拡大， (3) 河川整備：河川
敷の耕地化（人民公社時代の道路を整備することも含む）等を計画，実行に移






鎮政府によれば，現在の鎮全体の住民居住地（院落） 1258 個所を201 年までに






• と て 環境史 る
礎的な調査報告である． しかしながら，環境史研究の手法について，十分に意


















































































る と ている • 安田， 204 : 150-84). 
4) 例えば．伊東 (1985). 筆者もこの問題の重要性について束京の都市発展との関
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連で問題提起した（元木， 207).
5) 環境史については，佐野 (206) による「H本における環境史研究の展開とそ
の課題」が優れている．同氏によると，言葉のルーツは1970 年代にアメリカで確
















































10) , 漢只志編築委員会192 : 26. 
1) 前掲10), 27. 
12) 前掲10), 28. 
13) この他，鎮全体では支線水路が 4 条，斗口（斗門，チェックゲート） 46 ヶ所，
全長20. 9km, 民堰 2 ヶ所，加えて蒙悶河上にある機械掘井戸72 ヶ所，揚水灌漑の
援助等により，鎮全体15 ヶ村， 142 ヶ所の村民グループの水源を解決して，鎮全体
の食糧増産 産を図る. 0 号水路；本鎮の農勝村 4組，膨州市蒙陽郷との境界か
ら引き入れ（全長6.8km) にわたって，本鎮の農勝村，南興村，仁壽村の570 市
(380ha) の糧田を灌漑する. 1 号幹線水路；膨州市と郷蒙橋の下方で全長10.5km
にわたり，膨州市蒙隅鎮13 ヶ村の支線から束和村へ引き入れ，東和村，石材村，
安楽村，義和村，仁義村，双喜村の17,0 市 (1, 13ha) の糧田（耕地）を灌漑し
て，西外郷双柏村から排水. 2 号支線用水路；三星村青龍包にあり全長1.6km. 三
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14) 筆者の19, 20 年の現地調査時の観察による．
15) 鎮の総土地面積は32.4 畑，真武村，三星村，回龍村，束和村，石林村，安楽村，
義和村，仁義村，双喜村，井岡村，安楽村，農勝村，農興村，南興村，仁壽村の
15の行政村で構成されている. 19 年度初めの総人口は30,416 人，そのうち農業
人J.] が27,49 人 (90.4%) を占める．総耕地面積は32,150. 由 (2143.ha) で，
1人乎均耕地面積は1.06 市 (0. 07ha) である. 19 年現在，水稲作付面積1,83.0
ha, 水稲総生産最15,90. Ot, 水稲の単収8,27kg/ha であり，広漢市農業の特色
が典型的に現れている稲作農村である．
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